
許
可
証
の
年
月
日
及
び
番
号
、
法
第
３
条

の
２
第
１
項
の
届
出
を
し
た
年
月
日
又
は

法
第
４
条
第
１
項
の
届
出
を
し
た
年
月
日

（
注
１
）

名
称

郵
便
番
号
（

）

事
務
上
の

連
絡

先

所
在

地
都
道
府
県

電
話
番
号
（

）

所
属
部
課
名
（

）

連
絡
員
の
氏
名（
注
２
）

電
話
番
号
（

）
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
（

）
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（

）

告

示

ハ

国
債
市
場

特
別
参
加

者
・
第
Ò

非
価
格
競

争
入
札
発

行

各
国
債
市
場
特
別
参
加
者
ご
と
の
応

募
限
度
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
各
申

込
み
の
応
募
額
を
割
り
当
て
る
。

ハ

国
債
市
場

特
別
参
加

者
・
第
Ò

非
価
格
競

争
入
札
発

行

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
四
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し

た
利
付
国
債
に
つ
い
て
、
額
面
金
額

で
千
七
百
三
十
五
億
円

ハ

国
債
市
場

特
別
参
加

者
・
第
Ò

非
価
格
競

争
入
札
発

行

千
七
百
三
十
六
億
九
千
四
百
三
十
二

万
円

平成™˜年˜—月 日 金曜日 (号外第™˜�号)官 報

注
１
「
許
可
証
の
年
月
日
及
び
番
号
、
法
第
３
条
の
２
第
１
項
の
届
出
を
し
た
年
月
日
又
は
法
第
４
条
第

１
項
の
届
出
を
し
た
年
月
日
」
法
第
３
条
の
２
第
１
項
又
は
法
第
４
条
第
１
項
の
届
出
の
際
に
通
知

さ
れ
た
届
出
番
号
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
届
出
番
号
を
併
せ
て
記
載
す
る
こ
と
。

２
「
連
絡
員
の
氏
名
」
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
及
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
範
囲
で
記
載
す

る
こ
と
。

備
考
１
こ
の
用
紙
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
の
つ
づ
り
込
式
と
す
る
こ
と
。

２
こ
の
届
書
の
提
出
部
数
は
、
１
通
と
す
る
こ
と
。

３
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
「
コ
ー
ド
番
号
」
の
欄
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
記
載
す
る
こ
と
。

（
登
録
認
証
機
関
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

登
録
認
証
機
関
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
五
条
、
第
二
十
九
条
、
第
四
十
三
条
、
第
五
十
七
条
、
第
七
十
一
条
、
第
八
十
四
条
、
第
九
十
六
条
及
び
第

百
七
条
の
表
の
上
欄
二
の
項
中
「
届
出
」
の
下
に「（
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
に
係
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

（
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
く
記
録
の
引
渡
し
機

関
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
く
記
録
の
引
渡

し
機
関
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
文
部
科
学
省
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
九
号
本
文
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各

号
に
掲
げ
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
十
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

二

第
三
十
九
条
第
三
項
の
次
に
三
項
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
別
記
様
式
第
五
十
一
か
ら
別
記
様
式
第
五
十
三
の

改
正
規
定

平
成
二
十
三
年
一
月
一
日

三

別
記
様
式
第
五
十
の
改
正
規
定

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
講
じ
て
い
る
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
二

十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
措
置
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
十
六
条
第
一

項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

六

発

行

額

イ

価
格
競
争

入
札
発
行

額
面
金
額
で
二
兆
二
千
二
百
億
円

う
ち
、
財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の

確
保
を
図
る
た
め
の
公
債
の
発
行
及

び
財
政
投
融
資
特
別
会
計
か
ら
の
繰

入
れ
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
二
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た

利
付
国
債
に
つ
い
て
は
、
額
面
金
額

で
一
兆
千
九
百
八
十
六
億
五
千
九
百

九
十
五
万
円
、
特
別
会
計
に
関
す
る

法
律
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
発
行
し
た
利
付
国
債
に
つ
い

て
は
、
額
面
金
額
で
一
兆
二
百
十
三

億
四
千
五
万
円

ロ

非
競
争
入

札
発
行

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
四
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し

た
利
付
国
債
に
つ
い
て
、
額
面
金
額

で
四
十
七
億
八
千
五
百
万
円

七

払
込
金
額

イ

価
格
競
争

入
札
発
行

二
兆
二
千
二
百
二
十
四
億
八
千
百
四

十
六
万
円

ロ

非
競
争
入

札
発
行

四
十
七
億
九
千
三
十
五
万
九
千
二
百

円

八

最
低
額
面
金

額

五
万
円

九

振
替
単
位

振
替
法
の
規
定
に
よ
る
振
替
口
座
簿

の
記
載
又
は
記
録
は
、
最
低
額
面
金

額
の
整
数
倍
の
金
額
に
よ
る
も
の
と

す
る
。

〇
財
務
省
告
示
第
三
百
三
十
五
号

国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵

省
令
第
三
十
号
）
第
五
条
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
二
十
一
年
九
月
十
五
日
に
発
行
し
た
利
付
国
債
の
発

行
条
件
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日

財
務
大
臣

藤
井

裕
久

一

名
称
及
び
記

号

利
付
国
庫
債
券
（
二
年
）（
第
二
百
八

十
四
回
）

二

発
行
の
根
拠

法
律
及
び
そ

の
条
項

財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を

図
る
た
め
の
公
債
の
発
行
及
び
財
政

投
融
資
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
の

特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一

年
法
律
第
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項

及
び
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
四

十
六
条
第
一
項

三

振
替
法
の
適

用
等

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法

律（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
。

以
下
「
振
替
法
」
と
い
う
。）の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
も
の
と
し
、
そ
の

振
替
機
関
は
日
本
銀
行
と
す
る
。

四

発
行
方
法

価
格
を
競
争
に
付
し
て
行
わ
れ
る
入

札
（
以
下
「
価
格
競
争
入
札
」
と
い

う
。）に
よ
る
発
行
（
以
下
「
価
格
競

争
入
札
発
行
」
と
い
う
。）、
価
格
競

争
入
札
と
同
時
に
行
わ
れ
る
入
札
で

あ
っ
て
、
価
格
競
争
入
札
に
お
い
て

定
め
ら
れ
た
利
率
を
そ
の
利
率
と

し
、
価
格
競
争
入
札
に
お
い
て
募
入

の
決
定
を
受
け
た
各
申
込
み
の
応
募

価
格
を
募
入
額
に
よ
り
加
重
平
均
し

て
得
ら
れ
る
価
格
を
そ
の
発
行
価
格

と
す
る
も
の
に
よ
る
発
行（
以
下「
非

競
争
入
札
発
行
」
と
い
う
。）及
び
価

格
競
争
入
札
と
同
時
に
行
わ
れ
る
入

札
で
あ
っ
て
、
財
務
大
臣
が
各
国
債

市
場
特
別
参
加
者
ご
と
に
応
募
限
度

額
を
定
め
る
も
の
に
よ
る
発
行
（
以

下
「
国
債
市
場
特
別
参
加
者
・
第
Ò

非
価
格
競
争
入
札
発
行
」
と
い
う
。）

五

募
入
決
定
の

方
法

イ

価
格
競
争

入
札
発
行

各
申
込
み
の
う
ち
応
募
価
格
の
高
い

も
の
か
ら
そ
の
応
募
額
を
順
次
割
り

当
て
る
。

ロ

非
競
争
入

札
発
行

各
申
込
み
の
応
募
額
を
案
分
に
よ
り

割
り
当
て
る
。

œ˜
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